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16-5 資本主義的生産様式を前提としての生産物の価格

「これ(優等地の生産価格よりも市場価格が高いということ──青山)は、資本主義的生産

様式の基礎の上で競争の媒介によって実現される市場価値による規定である。この規定は、

(地代という──青山)ある虚偽の社会的価値を生みだす。これは、土地生産物が従わされ

る市場価値の法則から生ずる。……この行為は必然的に生産物の交換価値にもとづくもの

で、土地やその豊度の相違にもとづくものではない。社会の資本主義的形態が廃止されて

社会が意識的な計画的な結合体として組織されているものと考えてみれば、……社会はこ

の土地生産物を、それに含まれている現実の労働時間の二倍半で買い取りはしないであろ

う。したがってまた土地所有者という階級の基礎はなくなってしまうであろう。それは、

外国からの輸入によって生産物が同じ金額だけ安くなるのとまったく同じに作用するであ

ろう。それだから、──現在の生産様式は維持されるとするが、差額地代は国家のものに

なると前提して──他の諸事情が変わらなければ土地生産物の価格は同じままであろう、

と言うのは正しいとしても、結合体が資本主義的生産にとって代わっても生産物の価値は

同じままであろう、と言うのはまちがいである。同じ種類の諸商品の市場価格は同じだと

いうことは、資本主義的生産様式の基礎の上で、また一般に個々人のあいだの商品交換に

もとづく生産の基礎の上で、価値の社会的な性格が貫かれる仕方である。消費者として見

た社会が土地生産物のために過多に支払うもの、それは土地生産での社会の労働時間の実

現のマイナスをなすのであるが、それが今では社会の一部分にとっての、土地所有者にと

っての、プラスをなすのである。」(大月版『資本論』⑤ P852-853)


